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広域の水・生態・環境計測，流域の生態・環境モデリング，環境保全型流域圏の構築 

リモートセンシング画像を用いた水環境評価手法の開発 

本研究室では、人工衛星などから地表面情報を得る 
リモートセンシング技術を用いて水質や塩害、土地被覆、
干ばつ度合いといった水環境評価手法を開発していま
す。 
開発された評価手法を、国内外の各地の流域に適用す
ることで、近年の水問題を理解し、解決することに役立
てています。 
 

Development of water environment assessment methods using remote sensing imagery 

近未来の水循環  

社会基盤学専攻 

 
 
 

モンスーンアジア地域における理想な流域圏の構築 
Development of ideal watershed management in Monsoon Asia 

③ステークホルダーとの会合 ①現地調査 ②評価ツールの開発 

水質計測 ミクセル分解による土地被覆計測 干ばつマップ(2000年-2013年) 

土壌の塩害化評価 

流域スケールを対象として、水資源・食料生産・社会経済モデルを利用した水資源の最適利用の
検討と、在来知に基づく水利用モデル構築の２つのアプローチから、水資源の需給バランスを流域
内で地域別に検討し、その際、多様なステークホルダーと協働して水利用に関する利害関心を 
検討し、流域圏全体にとって有益な水利用のあり方を明らかにしています。 
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